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事業制度

病害虫の発生予防・まん延防止に資する基盤整備の推進
○ サツマイモ基腐病などの病害⾍の発⽣予防やまん延防⽌を図るためには、残渣処理・⼟壌殺菌・苗消毒等のほか、排水の徹底が重

要で、また、反転耕や堆肥施用が有効とされている。
○ 国において、病害⾍対策が必要な地域では、排水対策や⼟層改良をきめ細かく実施することができるよう、⽀援事業の制度を拡充。
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⿅児島県の取り扱い
【農地耕作条件改善事業（病害虫対策型）】
事業内容 反転耕，混層耕，堆肥施用，明渠排水

補 助 率 定額補助（事業費の1/2相当）
〈農業者施工の場合の補助額〉

反転耕 20.0万円/10a、混層耕 1.5万円/10a、
堆肥施用 1.5万円/10a、明渠排水 1.0万円/100m

実施区域 病害⾍が発⽣した区域又はまん延のおそれがある区域
→ 具体的には植物防疫法に基づく発⽣予察情報の注意報・警報・特殊

報の発表された地域とする。（⿅児島県は，県本⼟，熊⽑地域）

病害虫の発生予防・まん延防止に資する主な整備内容

エ 明渠排水ウ 堆肥施用
（微⽣物による発⽣残渣の分解促進）ア 反転耕（汚染⼟壌を健全な⼟壌に入れ替え）

①掘削

②表⼟の埋設

③覆⼟
イ 混層耕
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農地耕作条件改善事業（病害虫対策型）

定額助成

（土層改良）

事業内容（標準作業）

※サツマイモ基腐病の発生又はまん延の恐れのある農用地で実施

助成単価
全部を農業者施工

ア 反転耕

病害虫発生等のおそれの
ある農用地における50cm
以上の反転耕

反転耕（バックホウ）50㎝以上
標準作業
（バックホウ掘削，投入）

20.0万円/10a

イ 混層耕
病害虫発生等のおそれの

ある農用地における耕起深
60cm以上の混層耕

混層耕（トラクタ、プラウ）耕起深60㎝以上
標準作業
（深層耕プラウ（耕深60cm），トラクタ－）

1.5万円/10a

ウ 堆肥施用
病害虫発生等のおそれの

ある農用地への堆肥散布

堆肥施用（トラクタ、スプレッダ）
標準作業
（ホイールローダー，マニュアスプレッタ，トラクター

1.5万円/10a

エ 明渠排水
病害虫発生等のおそれの

ある農用地の周囲における
排水溝の新設

明渠排水（バックホウ）
標準作業
（バックホウ掘削，敷均し）

※ トラクター

1.0万円/100m

※ 事業費は，国が標準的な作業内容等を想定して算出した額､助成単価はその１／２程度。
※ 事業主体は，定額補助と同程度の農業者施工を活用（自らの費用負担も可）するなどして，適切に事業

を執行する。

○ サツマイモ基腐病対策への取り組みに対し､事業費の１／２程度（助成単価）を⽀援します。



農地耕作条件改善事業（病害虫対策型）における定額助成の仕組み

【該当工種】○ 混層耕 ○ 堆肥施用

○ 反転耕 ○ 明渠排水

助成単価１万５千円／10a（標準的な工事費３万／10aの１／２相当）

● 「農業者が農作業事故等に備えた保険に加入していない場合」又
は「加入した保険が農業者施工において適用対象とならない場合」
は，傷害保険等に加入する。

● 実施時は施工したことがわかるように
①写真（施工前，実施中，完成）
②作業実績（作業日誌，作業出役簿など作業状況のわかるもの）
③購入・リースした資材等の領収書や明細（事業で使用した数量が

確認出来るもの）
を市町村（事業主体）に提出する。

標準的な作業

① 堆肥購入

② 堆肥散布

③ 耕地復旧

機械はリース，
オペレーター
は農業者

自力施工

堆肥施用の一例

農業者施工で留意すること



【混層耕の一例】
① 深層式プラウによる耕起（建設用トラクター等の利用）
② 耕地復旧

助成単価１万５千円／10a（標準的な工事費３万／10aの１／２相当）

混層耕

【反転耕の一例】
① 表土はぎ取り
② 深層土掘削（無菌土）
③ 表土の投入
④ 深層土掘削（無菌土）
⑤ 耕地復旧

助成単価２０万／10a（標準的な工事費４0万／10aの１／２相当）

【明渠排水の一例】
① バックホウ掘削（トラクターで牽引する溝堀機でも可）
② 排水口と明渠との接続部の整備
③ 耕地復旧

助成単価1万円／100m（標準的な工事費２万／100mの１／２相当）

明渠排水

反転耕

各事業種類別の施工例


